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本章では、 1993年9月、 1994年1丹、 5丹上旬、 5丹下旬の4囲の瀬戸内海伊予濃の表面海水中




























C02濃度の平均値は、370.9μ atmであり、表面海水中 Pcozよりも高かった。したがって冬季（ 1月）
の瀬戸内海表面海水は、大気中 C02のSinkとなっていると考えられた。
第5章 沿岸域と外洋域における二酸化炭素分圧の比較
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